
沼津市教育講演会 

令和５年３月15日（水）、静岡大学の武井敦史教授をお招きし、教育講演会を開
催しました。 
  以下、講演内容の概要です。 
 
 
架空の町を例に挙げ、人口や税収が半減することによる課題等を深堀りし、「未
来に向けてどのように課題を解決していけばよいのか」と参加者に投げかけました。 

 
 
文部科学省が策定した手引きを正確に理解することの必要性とともに、武井先
生の経験を基にした学校の実態についてお話しいただき、今後の展望を示されま
した。 

 
 
様々な地域で学校統合に関わってきた経験を基に、行政側の視点と、行政の課
題の両面から解説され、文部科学省の手引きを参照しながら最適解を導くための
提案を示されました。 

 
 
学校統合における地域にとっての懸念と検討の上で重要な視点について解説
があり、「地域にとっても、子供たちにとっても、よい学校を作っていくために必要な
こと」を示されました。 

 
 
講演のまとめとして５つのポイントを挙げ、「未来を起点に話し合う」ことの重要
性を説かれ、講演を閉じました。 

 
 
   参加者の皆様から以下のような意見や質問をいただきました。 
   ・複式学級のメリットを含め、生徒の立場から統合を考えることの必要性について 

・保護者と地域の間で統合に対する意見のずれが生じた際の、協議の上手な進め方に

ついて 

・統合の協議を進める上で、行政側の横断的な組織を構成する方法について 

・探究的な学習について 

・部活動の地域移行について 

 

 
次頁からは、当日資料の抜粋です。 

１．人口減少という問題 

２．児童生徒数の減少と学校教育 

３．行政への誤解と課題 

４．学校統合と地域 

５．これからの議論に向けて 

６．質疑応答 
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A町
人口10000人 面積10㎞²

Ｂ町
人口10000人 面積10㎞²


















